
の
有
名
大
学
や
日
本
で
も
戦
前
の
旧
制
高

校
に
あ
っ
た
「
全
寮
制
」
に
な
ら
い
、
原

則
と
し
て
新
入
生
全
員
が
一
度
は
学
生
宿

舎
に
入
り
、
留
学
生
も
含
め
た
多
様
な
文

化
と
価
値
観
の
中
で
切
磋
琢
磨
し
合
う
体

験
を
積
ん
で
も
ら
う
の
が
狙
い
で
す
。
こ

の
「
１
年
次
全
員
入
居
シ
ス
テ
ム
」
で
は

27
年
度
ま
で
に
新
入
生
の
入
居
率
（
体
験

入
居
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
含
む
）
を
80
％

に
す
る
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

　
「
知
の
総
和
」
を
高
め
る
た
め
に
は
、

よ
り
幅
広
い
人
材
の
発
掘
・
育
成
も
欠
か

せ
ま
せ
ん
。
筑
波
大
学
は
24
年
９
月
、
マ

レ
ー
シ
ア
校
を
開
校
し
、
学
際
サ
イ
エ
ン

ス
・
デ
ザ
イ
ン
専
門
学
群
を
設
置
し
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
も
日
越
大
学
、
マ
レ
ー
シ

ア
日
本
国
際
工
科
院
、
エ
ジ
プ
ト
日
本
科

学
技
術
大
学
な
ど
の
設
立
・
運
営
に
関

わ
っ
て
き
ま
し
た
が
、
海
外
分
校
と
な
る

マ
レ
ー
シ
ア
校
は
筑
波
大
学
の
学
群
教
育

を
グ
ロ
ー
バ
ル
に
可
視
化
す
る
「
シ
ョ
ー

ケ
ー
ス
」
と
位
置
付
け
て
い
ま
す
。

　

筑
波
大
学
が
目
指
す
キ
ャ
ン
パ
ス
の
姿

は
「
国
際
性
の
日
常
化
」
で
す
。
そ
の
た

め
に
英
語
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
拡
充
は
も
ち
ろ

ん
、
入
試
制
度
改
革
が
必
須
だ
と
永
田
学

長
は
捉
え
て
い
ま
す
。「
外
国
人
留
学
生

が
今
後
増
え
て
い
く
と
、
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ

ン
ポ
リ
シ
ー
は
同
じ
な
の
に
、
な
ぜ
日
本

人
学
生
よ
り
科
目
数
が
少
な
く
内
容
も
違

う
試
験
で
入
れ
る
の
か
が
問
題
に
な
り
ま

す
。
日
本
人
も
外
国
人
も
同
じ
よ
う
に
能

力
を
見
極
め
る
に
は
ど
う
す
る
か
、
試
験

を
根
本
的
に
変
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
固
定
化
さ
れ
た
社
会
を
変
え
る
と

い
う
意
味
で
は
、
今
と
全
く
違
う
入
試
を

永
なが

田
た

恭
きょうすけ

介学長
1976年東京大学薬学部薬学科卒業。
81年同大学薬学系研究科博士課程修
了。専門は分子生物学。国立遺伝学
研究所助手、東京工業大学助教授、
筑波大学教授などを経て2013年より
現職。中央教育審議会副会長、国立
大学協会会長を歴任する。

　戦後の高度成長を終え、昭和の日本が量から質への転換
を求められていた1973年、国立大学では初めての抜本改
革を経て発足したのが筑波大学です。「開かれた大学」「教
育と研究の新しい仕組み」「新しい大学自治」を実践する
総合大学として、高等教育の新しい形を追究する挑戦に足
を踏み出しました。その先駆的な姿勢は今も脈々と生き続
けています。
　2023年に開学50周年（創基151年）を迎えた筑波
大学がこれから進む道は、過去の半世紀とは比べ物になら
ない不確実性を秘めています。永田恭介学長は次なる50
年を見据え、さらなるキーワードとして「固定化された社
会の変革」を強調します。社会のさまざまな人、セクター
と結びつき、課題を解決していく――。大学改革のパイオ
ニアならではの覚悟は鮮明です。

「
固
定
化
さ
れ
た
社
会
の
変
革
」
を
使
命
と
し

不
確
か
な
未
来
を
託
す
人
づ
く
り
を
通
じ
て

「
知
の
総
和
」
を
向
上
さ
せ
る
新
た
な
挑
戦
へ

筑波大学
〒305-8577　茨城県つくば市天王台１-１-１　アドミッションセンター　TEL 029-853-7385　https://www.tsukuba.ac.jp/

さ
ら
な
る
50
年
を
見
据
え
て

大
学
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
再
定
義

　
「
あ
ら
ゆ
る
意
味
に
お
い
て
、
国
内
的

に
も
国
際
的
に
も
開
か
れ
た
大
学
」
で
あ

る
こ
と
を
建
学
の
理
念
に
掲
げ
、

１
９
７
３
年
に
開
学
し
た
筑
波
大
学
は
、

２
０
２
３
年
、
節
目
の
50
周
年
を
迎
え
ま

し
た
。
さ
ら
な
る
50
年
（
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
50
）

を
展
望
す
る
に
あ
た
り
、
永
田
恭
介
学
長

は
新
た
に
「
固
定
化
さ
れ
た
社
会
の
変

革
」
を
大
学
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
掲
げ

て
い
ま
す
。

　
「
50
周
年
ま
で
は
『
開
か
れ
た
大
学
』

と
い
う
側
面
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
、
国
際
性

と
学
際
性
を
両
輪
と
し
て
改
革
を
進
め
て

き
ま
し
た
が
、
建
学
の
理
念
を
何
度
も
読

み
返
す
う
ち
に
、
固
定
化
さ
れ
た
大
学
の

変
革
が
目
指
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
改
め
て

意
識
が
向
き
ま
し
た
。
学
問
は
頭
が
固
く

な
り
、
こ
れ
し
か
な
い
と
思
い
込
ん
だ
ら

終
わ
り
で
す
。
固
定
化
さ
れ
た
も
の
を
壊

さ
な
い
と
新
し
い
も
の
は
作
れ
な
い
。
そ

れ
は
大
学
に
限
り
ま
せ
ん
。
社
会
の
あ
ら

ゆ
る
と
こ
ろ
に
今
、
固
定
化
の
弊
害
が
表

れ
て
い
ま
す
。
社
会
を
人
々
が
望
む
方
向

に
変
え
て
い
く
、
社
会
変
革
と
い
う
目
的

一
人
一
人
の
能
力
の
最
大
化
へ

チ
ュ
ー
ト
リ
ア
ル
教
育
を
深
化

　

永
田
学
長
は
２
０
２
５
年
２
月
に
中
央

教
育
審
議
会
が
ま
と
め
た
答
申
「
我
が
国

の
『
知
の
総
和
』
向
上
の
未
来
像
〜
高
等

教
育
シ
ス
テ
ム
の
再
構
築
〜
」
を
議
論
し

た
特
別
部
会
の
部
会
長
を
務
め
ま
し
た
。

答
申
で
は
人
口
減
少
が
急
激
に
進
む
日
本

に
お
い
て
は
、
学
生
一
人
一
人
の
能
力
を

最
大
限
に
高
め
る
教
育
・
研
究
の
「
質
」

向
上
、
地
理
的
・
経
済
的
条
件
に
よ
っ
て

大
学
進
学
が
左
右
さ
れ
な
い
機
会
均
等
の

実
現
（
ア
ク
セ
ス
の
確
保
）
な
ど
が
求
め

ら
れ
る
と
し
て
い
ま
す
。
国
を
挙
げ
た

「
人
づ
く
り
」
が
進
み
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

筑
波
大
学
も
ま
た
「
知
の
総
和
」
と
い

う
言
葉
を
大
学
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
「
学
長

所
信
表
明
」
に
盛
り
込
み
、
学
士
課
程
教

育
の
学
類
シ
ス
テ
ム
を
「
真
の
学
位
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
に
再
構
築
す
る
重
要
性
を
訴
え

て
い
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
大
学
独

自
の
人
づ
く
り
に
向
け
た
教
育
改
革
の
取

り
組
み
で
特
筆
さ
れ
る
の
が
、
つ
く
ば
型

チ
ュ
ー
ト
リ
ア
ル
教
育
  （1）

で
す
。
24
年
度

に
総
合
科
目
「
学
問
探
究
チ
ュ
ー
ト
リ
ア

ル
」
を
学
生
約
40
人
規
模
で
パ
イ
ロ
ッ
ト

的
に
開
講
し
ま
し
た
。
教
員
２
人
と
学
生

２
〜
３
人
が
組
み
、
対
話
を
し
な
が
ら

「
将
来
ど
う
な
り
た
い
か
」「
大
学
で
何
を

学
び
た
い
か
」
な
ど
、
学
生
自
身
の
興

味
・
関
心
に
基
づ
い
た
個
別
指
導
に
よ
っ

て
学
び
を
深
め
ま
す
。
今
後
、
ク
ラ
ス
単

位
か
ら
学
類
（
学
科
）、
学
群
（
学
部
）

単
位
へ
と
枠
組
み
を
広
げ
、
約
10
年
か
け

て
全
学
に
導
入
す
る
方
針
で
す
。

に
か
な
う
教
育
・
研
究
の
推
進
に
次
の
50

年
は
集
中
し
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
」
と

永
田
学
長
は
話
し
ま
す
。

　

２
０
０
０
年
代
の
後
半
ま
で
を
射
程
に

入
れ
よ
う
と
し
た
場
合
、
ま
す
ま
す
不
確

実
性
を
増
し
て
い
く
未
来
を
漕
ぎ
進
む

オ
ー
ル
が
科
学
技
術
で
あ
る
こ
と
は
間
違

い
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
例
え
ば
生
成

Ａ
Ｉ
の
急
速
な
台
頭
は
失
業
の
不
安
や
情

報
の
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
化
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
課
題
を
生
ん
で
い
る
の
も
事
実
で

す
。
社
会
変
革
に
つ
な
が
る
新
し
さ
（
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
）
を
生
む
主
体
は
あ
く
ま

で
も
「
人
」
で
あ
る
と
、
永
田
学
長
は
強

調
し
ま
す
。

　
「
私
た
ち
は
こ
れ
ま
で
現
在
の
社
会
課

題
を
解
決
す
る
の
は
人
、
未
来
を
作
る
の

は
科
学
技
術
だ
と
思
っ
て
き
ま
し
た
。
そ

れ
が
完
全
に
ひ
っ
く
り
返
り
、
目
の
前
に

あ
る
困
り
ご
と
を
解
決
す
る
の
が
科
学
技

術
で
、
固
定
化
さ
れ
た
社
会
を
変
革
す
る

の
は
人
な
の
だ
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
科
学
技
術
を
今
の
課
題
解
決
に
使

う
場
合
、
例
え
ば
Ａ
Ｉ
の
あ
り
方
を
国
際

的
に
監
視
す
る
議
論
が
起
こ
る
な
ど
、
行

き
過
ぎ
の
見
直
し
が
可
能
で
す
が
、
デ
ュ

ア
ル
ユ
ー
ス
（
軍
民
両
用
研
究
）
問
題
の

よ
う
に
、
未
来
を
託
し
て
し
ま
う
に
は
危

な
い
面
が
あ
り
ま
す
。
不
確
実
性
の
高
い

社
会
で
科
学
技
術
を
適
切
に
取
り
入
れ
る
、

ま
た
は
廃
棄
す
る
の
に
頼
る
べ
き
な
の
は
、

や
は
り
人
の
コ
モ
ン
セ
ン
ス
（
良
識
）
で

す
。
未
来
社
会
を
作
る
の
は
人
で
あ
り
、

そ
の
た
め
の
人
づ
く
り
が
欠
か
せ
な
い
。

結
局
は
教
育
が
大
事
だ
と
い
う
原
点
に

戻
っ
て
き
た
と
実
感
し
て
い
ま
す
」

（1） つくば型チュートリアル教育
　チュートリアル教育とは個人指導によって学
びを深めていく方法で、2020年に指定国立大学
法人の指定を受けた際、全学的な導入を掲げた。
24年度には「学問探究チュートリアル」を開講
し、36人の学生と教員30人が参加。学生が専門
領域を深める前に興味を持てる分野を自ら開拓
できるように、さまざまな学問領域から参加し
た教員が個別に寄り添う。段階的に規模を拡大
し、34年度からの第６期中期計画期間には1学
年1600人を対象に行う予定。

（2） 総合選抜
　2021年度入試で新たな入試方式として導入。

「文系」「理系Ⅰ」「理系Ⅱ」「理系Ⅲ」という区
分で選抜する。入学後は総合選抜で入学した１
年生だけが籍を置く「総合学域群」に所属し、
外国語や情報、体育などの基礎科目のほか、さ
まざまな専門導入科目を学ぶ。１年次修了時に
本人の志望と成績などに基づいて２年次以降に
所属する学類・専門学群が決まる。どの選抜区
分で入学しても、体育専門学群と学際・サイエ
ンスデザイン専門学群（マレーシア校）を除く
すべての学類・専門学群への移行を希望できる。

（3） ワシントン大学とのパートナーシップ
　2024年４月９日、筑波大学と米ワシントン大
学はAI分野における研究、人材育成、アントレ
プレナーシップ及び社会実装を目的としたパー
ト ナ ー シ ッ プ に 合 意 し、 米 企 業 のNVIDIA、
Amazonとともに調印を行った。パートナー
シップは10年間を期間とし、両社からは合わせ
て5000万ドルの支援が表明されている。日米の
大学と企業による連携の枠組みとしては、東京
大学とシカゴ大学との量子パートナーシップ、
日米11大学が参画する日米半導体連携パート
ナーシップに続く。

　

チ
ュ
ー
ト
リ
ア
ル
教
育
の
取
り
組
み
に

先
駆
け
、
筑
波
大
学
は
21
年
度
入
試
（
21

年
４
月
入
学
）
か
ら
総
合
選
抜
  （2）

を
実
施

し
て
い
ま
す
。
受
験
時
に
学
群
・
学
類
を

決
め
る
従
来
方
式
と
異
な
り
、
文
系
、
理

系
Ⅰ
〜
Ⅲ
と
い
う
４
区
分
で
幅
広
く
選
抜

し
ま
す
。
１
年
次
は
「
総
合
学
域
群
」
に

所
属
し
て
基
礎
科
目
や
専
門
導
入
科
目
を

学
び
、
２
年
次
か
ら
専
門
の
学
群
・
学
類

に
移
行
し
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
学
問
分
野

に
触
れ
て
自
身
の
興
味
・
関
心
の
解
像
度

を
上
げ
て
い
く
方
法
は
チ
ュ
ー
ト
リ
ア
ル

教
育
と
も
重
な
り
ま
す
。「
総
合
選
抜
は

25
年
春
に
第
１
期
の
卒
業
生
が
出
ま
し
た
。

４
年
間
の
総
括
を
し
て
み
る
と
、
文
系
・

理
系
の
枠
を
超
え
る
学
生
が
毎
年
一
定
数

い
ま
す
。
総
合
大
学
な
ら
で
は
の
良
さ
が

表
れ
て
い
ま
す
」
と
永
田
学
長
は
手
応
え

を
語
り
ま
す
。

キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
国
境
を
消
す

根
本
的
な
入
試
改
革
へ
の
模
索

　

筑
波
大
学
は
約
４
８
０
０
戸
あ
る
学
住

近
接
型
学
生
宿
舎
を
全
面
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
、
チ
ュ
ー
ト
リ
ア
ル
教
育
の
場
と
し
て

活
用
す
る
計
画
を
立
て
て
い
ま
す
。
欧
米

行
わ
な
い
と
、
私
た
ち
が
見
逃
し
て
き
た

才
能
を
拾
い
上
げ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と

考
え
て
い
ま
す
」（
永
田
学
長
）

変
わ
り
続
け
る
「
知
」
の
現
場
で

共
に
学
び
共
に
社
会
を
変
え
る

　

国
境
を
超
え
た
社
会
変
革
の
姿
勢
は
研

究
面
で
も
顕
著
で
す
。
筑
波
大
学
は
24
年

４
月
、
米
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
、
半
導
体
大

手
の
エ
ヌ
ビ
デ
ィ
ア
、
Ｉ
Ｔ
大
手
の
ア
マ

ゾ
ン
と
Ａ
Ｉ
分
野
で
の
共
同
研
究
な
ど
を

行
う
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
  （3）

に
合
意
し
、

内
外
を
驚
か
せ
ま
し
た
。
永
田
学
長
は

「
国
際
産
学
連
携
研
究
を
も
っ
と
進
め
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
国
際
共
同

研
究
の
実
績
を
作
る
こ
と
で
、
産
業
界
か

ら
大
学
へ
の
投
資
が
少
な
い
と
い
う
日
本

の
固
定
化
し
た
状
況
を
変
え
て
い
け
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
」
と
語
り
ま
す
。

　

大
学
改
革
の
先
頭
に
立
つ
筑
波
大
学
で

学
ぶ
意
義
に
つ
い
て
、
永
田
学
長
は
受
験

生
に
向
け
て
こ
う
呼
び
か
け
ま
す
。

　
「
本
当
に
言
い
た
い
の
は
、
一
緒
に
社

会
を
変
え
て
い
こ
う
、
こ
れ
ま
で
に
な
い

社
会
を
創
っ
て
い
く
引
き
金
に
な
る
こ
と

を
し
よ
う
、
と
い
う
こ
と
で
す
。『
今
』

に
疑
問
を
抱
い
た
ら
、
そ
れ
を
よ
り
良
い

社
会
作
り
に
生
か
す
取
り
組
み
を
こ
の

キ
ャ
ン
パ
ス
で
共
に
挑
み
ま
し
ょ
う
」

「学問探究チュートリアル」の授業風景

入試から移行までの流れ

文系

理系Ⅰ

理系Ⅱ

理系Ⅲ

第1類 1～6クラス 125人

人文・文化学群
人文学類　比較文化学類　日本語・日本文化学類

社会・国際学群
社会学類　国際総合学類

人間学群
教育学類　心理学類　障害科学類

生命環境学群
生物学類　生物資源学類　地球学類

理工学群
数学類　物理学類　化学類　応用理工学類　工学システム学類　社会工学類

情報学群
情報科学類　情報メディア創成学類　知識情報・図書館学類

医学群
医学類　看護学類　医療科学類

芸術専門学群

体育専門学群

学際サイエンス・デザイン専門学群

＊総合学域群の移行先には体育専門学群と学際サイエンス・デザイン専門学群は含まれない

人文・文化学群

社会・国際学群

人間学群

生命環境学群

理工学群

情報学群

医学群

芸術専門学群

体育専門学群
学際サイエンス・   
デザイン専門学群

第2類 1～8クラス 145人

第3類 1～6クラス 133人
約20人ごとのクラス

総合学域群

総合選抜

入試の分類

● 推薦入試

● アドミッションセンター入試

etc.

1年次▶

移行

2年次以降～▶

入学後の所属入学者選抜

前
期
日
程

一
般
選
抜

そ
の
他
の
選
抜

学類・専門学群選抜

後期日程
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